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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　図２に示されるように、包装物１４は包装物中心７８を含む。包装物１４の複数の隅８
０が、１つの最も遠い距離８６によって中心７８から最も遠くに位置する。図３、図４及
び図５に示されるように、内側領域２０は内側領域中心８２を含む。図２に示されるよう
に、包装物中心７８がオフセット距離８４によって内側領域中心８２から離れて配置され
る。本開示の好ましい実施形態によれば、オフセット距離８４が１１．４５センチメート
ルであり、最遠距離８６が１６．９６センチメートルであり、これにより、オフセット距
離対最遠距離の比率が０．６７５である。他の実施形態によれば、包装物１４のための他
のオフセット距離対最遠距離比が提供される場合があり、例えば、０．０１、０．０２、
０．０５、０．１０、０．２０、０．４０、０．５０、０．６０、０．７０、０．８０、
０．９０、１．００、１．２５、１．５、２．０、３．０、５．０、６．０、７．０、８
．０、９．０、１０．０、１２．５及び１５．０などである場合がある。これらの比率よ
りも小さい他のそのような比率、これらの比率よりも大きい他のそのような比率、又は、
これらの比率の間にある他のそのような比率もまた提供される場合がある。包装物１４の
ためのそのような比率は、包装物１４の大きさ及び／又は内側領域中心８２の所在位置の
どちらか又は両方により変化する場合がある。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物の被覆面積を効果的に処理するために十分な量の農学的有効成分であって、前記植
物の被覆面積は少なくとも０．１平方メートルから１０，０００平方メートルである、前
記農学的有効成分、及び
　前記農学的有効成分を含有する内側領域を有する未開封の包装物であって、前記包装物
は外側表面積を有し、前記外側表面積対前記被覆面積の比率が４３，２４３平方センチメ
ートル／ヘクタール（１７，５００平方センチメートル／エーカー）よりも大きい包装物
を含む農学活性な製造物。
【請求項２】
　前記未開封の包装物が、前記内側領域を規定する内側表面積を含む少なくとも１つの密
封部分を有し、前記内側表面積対前記被覆面積の比率が２４，７１１平方センチメートル
／ヘクタール（１０，０００平方センチメートル／エーカー）よりも大きい、請求項１に
記載の農学活性な製造物。
【請求項３】
　前記未開封の包装物が、包装物中心と、前記包装物中心から最も遠くに離れて位置する
遠位部分とを有し、前記内側領域が内側領域中心を有し、前記内側領域中心がオフセット
距離によって前記包装物中心から離れて配置され、前記遠位部分が最遠距離によって前記
包装物中心から離れて配置され、前記オフセット距離対前記最遠距離の比率が０．１０よ
りも大きい、請求項１に記載の農学活性な製造物。
【請求項４】
　前記未開封の包装物が、含有する前記内側領域を規定する内側表面積を含む少なくとも
１つの密封部分を有し、前記内側表面積対前記被覆面積の比率が２４，７１１平方センチ
メートル／ヘクタール（１０，０００平方センチメートル／エーカー）よりも大きい、請
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求項３に記載の農学活性な製造物。
【請求項５】
　前記比率が６１，７７６平方センチメートル／ヘクタール（２５，０００平方センチメ
ートル／エーカー）よりも大きい、請求項１に記載の農学活性な製造物。
【請求項６】
　前記比率が８６４８７平方センチメートル／ヘクタール（３５，０００平方センチメー
トル／エーカー）よりも大きい、請求項５に記載の農学活性な製造物。
【請求項７】
　前記比率が１２３，５５３平方センチメートル／ヘクタール（５０，０００平方センチ
メートル／エーカー）よりも大きい、請求項６に記載の農学活性な製造物。
【請求項８】
　前記農学的有効成分の量が、前記内側領域に含有される体積を有し、前記外側表面積対
前記体積の比率が１０平方センチメートル／ミリリットルよりも大きい、請求項１に記載
の農学活性な製造物。
【請求項９】
　前記農学的有効成分の量が、前記内側領域に含有される材料に含まれ、前記材料は初期
体積を有し、前記外側表面積対前記初期体積の比率が５００平方センチメートル／ミリリ
ットルよりも大きい、請求項１に記載の農学活性な製造物。
【請求項１０】
　前記農学的有効成分が初期重量を有し、かつ、前記外側表面積対前記初期重量の比率が
５００平方センチメートル／グラムよりも大きい、請求項１に記載の農学活性な製造物。
【請求項１１】
　前記未開封の包装物が、密封された貯蔵部分と、前記密封された貯蔵部分につながれる
残部部分とを有し、前記密封された貯蔵部分が前記内側領域を含み、前記密封された貯蔵
部分が第１の外側表面積を有し、前記残部部分が第２の外側表面積を有し、前記第１の外
側表面積対前記第２の外側表面積の比率が１．２５未満である、請求項１に記載の農学活
性な製造物。
【請求項１２】
　前記未開封の包装物が、前記外側表面積の一部分を規定するように協同する１対の垂れ
部を含む、請求項１に記載の農学活性な製造物。
【請求項１３】
　前記１対の垂れ部が、前記内側領域を規定する前記包装物の一部分と協同して、Ｙ字形
状を規定する、請求項１２に記載の農学活性な製造物。
【請求項１４】
　前記未開封の包装物が、植物の第２の被覆面積を効果的に処理するために十分な農学的
有効成分を含有する第２の内側領域を有し、前記外側表面積対前記第２の被覆面積の比率
が４３，２４３平方センチメートル／ヘクタール（１７，５００平方センチメートル／エ
ーカー）よりも大きく、前記第２の被覆面積は少なくとも０．１平方メートルから１０，
０００平方メートルである、請求項１に記載の農学活性な製造物。
【請求項１５】
　植物の被覆面積を効果的に処理するために十分な量の農学的有効成分であって、前記植
物の被覆面積は少なくとも０．１平方メートルから１０，０００平方メートルである、前
記農学的有効成分、及び
　前記農学的有効成分を含有する内側領域を規定する内側表面積を含む少なくとも１つの
密封部分を有する未開封の包装物であって、前記内側表面積対前記被覆面積の比率が２４
，７１１平方センチメートル／ヘクタール（１０，０００平方センチメートル／エーカー
）よりも大きい未開封の包装物
を含む農学活性な製造物。
【請求項１６】
　前記未開封の包装物が実質的に平坦であり、かつ、外側表面積を有し、前記外側表面積
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対総内側表面積の比率が１．７５よりも大きい、請求項１５に記載の農学活性な製造物。
【請求項１７】
　前記未開封の包装物が、前記少なくとも１つの密封された貯蔵部分につながれる残部部
分を有し、前記少なくとも１つの密封された貯蔵部分が第１の外側表面積を有し、前記残
部部分が第２の外側表面積を有し、かつ、前記第１の外側表面積対前記第２の外側表面積
の比率が１．２５未満である、請求項１５に記載の農学活性な製造物。
【請求項１８】
　前記比率が３０，８８８平方センチメートル／ヘクタール（１２，５００平方センチメ
ートル／エーカー）よりも大きい、請求項１５に記載の農学活性な製造物。
【請求項１９】
　前記比率が４３，２４３平方センチメートル／ヘクタール（１７，５００平方センチメ
ートル／エーカー）よりも大きい、請求項１８に記載の農学活性な製造物。
【請求項２０】
　前記農学的有効成分を含む一定体積の材料をさらに含み、前記内側領域が前記体積を含
有し、前記未開封の包装物が外側表面積を有し、かつ、前記外側表面積対前記体積の比率
が１０平方センチメートル／ミリリットルよりも大きい、請求項１５に記載の農学活性な
製造物。
【請求項２１】
　前記農学的有効成分を含む一定重量の材料をさらに含み、前記内側領域が前記材料を含
有し、前記未開封の包装物が外側表面積を有し、かつ、前記重量の材料に対する前記外側
表面積の比率が９平方センチメートル／グラムよりも大きい、請求項１５に記載の農学活
性な製造物。
【請求項２２】
　前記農学的有効成分の量が初期体積を有し、前記内側領域が前記初期体積を含有し、前
記包装物が外側表面積を有し、かつ、前記外側表面積対前記初期体積の比率が５００平方
センチメートル／ミリリットルよりも大きい、請求項１５に記載の農学活性な製造物。
【請求項２３】
　前記未開封の包装物は、第２のシートで封止される第１のシートから形成され、前記未
開封の包装物は、前記内側領域を規定する１つ又はそれ以上の封止部を有する、請求項１
に記載の農学活性な製造物。
【請求項２４】
　前記１つ又はそれ以上の封止部は、前記未開封の包装物の貯蔵部分を、前記未開封の包
装物の残部部分から隔てる、請求項２３に記載の農学活性な製造物。
【請求項２５】
　前記貯蔵部分は、一定体積の前記内側領域を規定する内側表面積を含む、請求項２４に
記載の農学活性な製造物。
【請求項２６】
　前記１つ又はそれ以上の封止部は、前記農学的有効成分が前記包装物からの前記農学的
有効成分の分散時に通って流れるための漏斗状部を形成する、請求項２３に記載の農学活
性な製造物。
【請求項２７】
　前記１つ又はそれ以上の封止部は、多数の密封され離間する体積を形成する、請求項２
３に記載の農学活性な製造物。
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